
～ 現在 氏名 藤本寿彦

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

日本近代文学会　　昭和文学会　井上靖研究会

昭和期のモダニズム詩、短歌、俳句研究

明治大学大学院修士課程文学研究科日本文学専攻

文学修士

日本近代詩、幸田文研究

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

2000年奈良大学在職期間

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

平成15年度～平成17年度科学研究費補助金　基礎研究（C）　現代詩文献に関する基礎的研究

日本近代文学会編集委員(平成15～16年)　日本近代文学会平成16年度秋季大会を開催。日本近代
文学会関西支部運営委員（平成13～16年）

図書館委員　教務委員　　文芸部顧問



① 丸山薫の詩的転換
期

単著

② 幸田文「おとう
と」論

単著

③ ロストジェネレー
ションへの眼差し
―井上靖詩集『北
国』の世界―

単著

④ 幸田文「流れる」
論

単著

⑤ 月刊「苑」の背景 単著

⑥ 資料紹介 丸山薫
「夢みる砲塁」他
一篇

単著

⑦ 幸田文「えぞ松の
倒木更新」論

単著

⑧ 三好達治の詩をめ
ぐって

単著 詩集『測量船』に収録され
た「池に向へる朝餉」、
「Enfance finie」の詩的
世界について考察した。

主人公「梨花」の花柳界に
おける女中性（情報が集中
する存在）を明らかにしな
がら、小説世界を考察し
た。

季刊「苑」の後継詩「苑」
の細目と、その文学空間を
考察した。

これまで初出未詳であった
「砲塁」と新資料「愉しい
下甲板」の紹介と解説をし
た。

従来、ルポルタージュとし
て評価されてきた「えぞ松
の倒木更新」の物語性につ
いて、原稿の分析を等して
考察した。

丸山の代表作「水の精神」
に対する同時代評を通し
て、丸山の詩的転換を考察
した。

主人公「碧郎」の身体性を
大正期の不良の表象として
読解することで、小説世界
を考察した。

昭和初期のモダニズム詩の
受容によって成立した『北
国』の詩集世界を考察し
た。

（学術論文）

著書､学術論文等の名称 発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

「始更」

平成14年10月

平成14年10月

平成15年7月

平成15年10月

「始更」

「始更」

平成16年12月

平成16年12月

平成15年10月 「始更」

平成15年10月

「始更」

「始更」

「井上靖研究」

「始更」


